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広告の内容については広告主にお問い合わせください。

　現在7区防災士は、区内１～７町内ある内の、東山田第２町内に３名、東山田第６町内に４名の計７名となっておりま
す。今後は各町内に、最低１名は防災士がいるように周囲の皆さんに働きかけていき、地域の防災・減災に努めてまいり
たいと考えております。そのために皆さまのご理解ご協力を賜りたいと思います。
　７区防災士会は、平成30年より地域の自主防災会の組織の一員として位置づけされており、避難所の現状確認（アセス
メントシート作成）を踏まえて、今後区に対して提言をする等の活動ができるようにしていきたいと考えています。防災
士として、各町内での避難訓練、自主防災会総会へも参加し、その存在感を少しずつ感じていただけたものと思っています。
　また、研修や災害ボランティアへ自主的に参加してきました。令和元年度は日本各地で災害が多く発生し、県内で被災
された地域もあり、防災がより身近な問題となった年ともいえるかもしれません。防災士が地域の皆さまに率先して防災
意識を高め、有事に備える必要性を感じました。今後真の地域の防災リーダーとなるべく、活動する所存です。

第７区防災ネットワークしもすわ　支部長　滝脇　正志

防災ネットワークしもすわだより vol.11

シェイクアウト●！
シェイクアウト(Shake Out)とは？
「地震を吹き飛ばせ」といった意味の造語。アメリカ合衆国で始ま
った地震防災訓練。「Drop（まず低くしゃがむ）」｢Cover(頭を守
るかくれる)｣「Hold On(動かない、待つ)」のシンプルな訓練。

防災ネットワークしもすわ 事務局 電話28-2231

●第７区の活動をご紹介します●

☆先月のクイズの答え③：トンネル内の非常脱出口は1200ｍごと お気軽に何でもご相談ください。

今月の防災豆知識
１．早く知らせる：火事に気がついたら大きな声で周囲に知らせ助けを求め、119番

通報する。小さな火事でも一人で消そうとせず皆の力で対処。
２．早く消火する：初期段階で消し止められるかが被害の大きさの分かれ目となる。

消火器や水だけでなく、毛布で覆う等、手近なものを活用。
３．早く逃げる：住宅で天井まで火が燃え広がったら、煙に巻かれないように早く

避難する。
チャレンジ
防　災
クイズ

初期消火の３原則

全国建物火災の出火原因のトップは①～③のうちどれでしょうか。
①たばこ　②ストーブ　③コンロ

下諏訪力創造チャレンジ事業 活動紹介 第5弾　地域猫活動下諏訪力創造チャレンジ事業 活動紹介 第5弾　地域猫活動
　町では、住民による自主的・主体的に取り組む公益事業に対して支援をしています。クローズアップしもすわでは、これまでに実施された事
業の取組を紹介しています。下諏訪力創造チャレンジ事業については下諏訪町 総務課 企画係（電話27-1111内線258）までご連絡ください。

　「野良猫が庭でおしっこやフンをして困る」など、あまり表に出て
いない小さな問題ですが、飼い主のいない猫に関する苦情や相談が多
くあります。不妊・去勢手術を行い、不幸な猫の繁殖を防ぎ、将来的
に飼い主のいない猫をなくしていくことを目的とし、野良猫の迷惑問
題と動物愛護の両立を目指すため、野良猫の生息調査や子猫の里親探
し、ＴＮＲ（Trap Neuter Returnの頭文字をとった言葉で、猫の捕獲
→不妊・去勢手術→元の地域に戻す活動）を実施しました。平成30年
度は、約20頭の不妊・去勢手術や約10頭の子猫の譲渡を行い、地域猫
活動のPRとして「猫なんでも相談」を３回開催しました。
　今後は活動経験のある団体や個人と協力し、地域猫活動の啓発、周
知にも力を入れていきたいと思います。

申 請 者：丸山　裕子
支 援 額：39万５千円（平成30年度）
支援期間：平成30年度～令和元年度


